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中心核活動を示唆する可視光輝線がほとんど見られない、ダストに深く埋もれた活動銀河核 (AGN)の存在が
近年の数多くの観測によって広く知られてきた。特に Spitzer/IRSの観測により、その多くが中間赤外線帯にシ
リケートダストによる深い吸収を示すことが明らかとなった。シリケートダストバンドの形状はダストのサイズ、
組成、結晶度といった性質に依存するため、AGN活動によるダスト変性の履歴を反映すると期待されるが、これ
までに詳細かつ系統的に調べられた例は少ない。
我々は、「あかり」近・中間赤外線分光により得られた低赤外線光度銀河 LEDA 1712304の深いシリケート吸

収について詳細なスペクトル解析を行い、シリケートダストが多孔質で結晶度が高くなっている兆候を捉えた。
さらに、Spitzer/IRSで観測された τsil > 2の深いシリケート吸収を示すAGN 41天体と比較したところ、銀河間
で有意にダストバンドの形状が異なることがわかった (Tsuchikawa et al. 2019)。そこで、この天体間のダスト
バンドの違いを解明すべく、これらのAGNサンプルに対して系統的なスペクトル解析を行った。
解析の結果、ダストバンドの中心波長は天体間で大きく変わらないが、一般的な星間ダストと比べると長波長

側にシフトしており、AGNダストは普遍的に星間ダストと異なる性質を持つことがわかった。さらに、天体ごと
にダストバンドの幅やサブフィーチャーの吸収深さが大きく異なり、AGNダストの構造、結晶度に多様性がある
ことが分かった。本講演では、これらのダストに深く埋もれたAGNのシリケートダストの性質と、AGN活動や
星形成活動との関係性について議論する。


